
低速モビリティの活用事例

東京大学大学院新領域創成科学研究科

人間環境学専攻

鎌田 実



シルバービークル＠秋田鷹巣1998

 



車いす仕様車2001

 

 

コムス＠十王町 2003



コムス＠越前大野 2010

http://www.ono-kankou.jp/tourism/detail.php?cd=18
http://www.ono-kankou.jp/tourism/detail.php?cd=18


ケアコムス 山コムス

ママコムス

製作した車両
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山コムス
（荷台カゴ＋不整地タイヤ→軟弱狭小地面の山林内での利用）

©2014 Kubo Noboru/ Kamata, Shino and Nihei Lab., UT



ママコムス（後席子供２人乗り）
母子３人乗り自転車の置き換えを想定

©2014 Kubo Noboru/ Kamata, Shino and Nihei Lab., UT 搭乗者の撮影・研究上使用了承済



トマコムス
（トマト収穫用・軽トラックが入れないようなあぜ道・畝用）

©2014 Kubo Noboru/ Kamata, Shino and Nihei Lab., UT



縦２人乗り 東京大学２人乗りコムス 超小型モビリティ認定車両

車いす使用家族の開業医等（駐車ス
ペースが狭い）への送迎を想定



コミュニティ内を走行する
「自動走行型 コミュニ
ティカート」の
予備実験＠柏の葉2013
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被災地大槌での取り組み2013-4
• パーソナルモビリティの活用

セニアカー

電動アシスト自転車

コムス

• 新しいもの

6km/h超の電動車いす

ゴルフカート 旧県道での試乗会



ナンバー付きゴルフカート 2014
輪島 大槌



大槌での使用姿



愛知県豊田市の里モビサークル（コムスサークル） 2015～

• 超小型電気自動車を自分たちの手でいじって、地域の使用に適した仕様へ改造し
ていく集まり

• 足助・旭で3か所の拠点。約10名がコアメンバ。

• 地域で30台以上のコムスを走らせている

• 活動はHP参照

https://tyev.jimdo.com/
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地域の特性にあわせたカスタマイズ
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里ミニと里モビ



高齢者の移動具としての低速モビリティ
• 現状では免許有60km/hレベルと免許無6km/hレベル

• その間を用意しないと、車にしがみつくことになる

• これまでの実証等から、超小型モビリティやミニカーは、30km/hレベルの
乗り物として近隣移動に適す

• ゾーン30など生活道路での混合交通は問題無し

• 10-15km/hレベルは電動アシスト自転車くらいしか今は無い。3輪自転車
は転倒の心配がないので、有用であるが、下り坂はブレーキ力が十分出
せないと怖いという評価も

• 海外で認められているクラス３の電動車椅子（mobility scooter)が日本で
も認められれば、15km/hレベルの有力な移動具となる。（免許の要否な
どの検討必要）

• 認知能力・身体能力が落ちてくると、6km/hレベルの移動具となるが、道
路からの転落等の事故が起きている。（消費者庁の事故調の報告書）

• 電動車椅子でも自動運転や運転支援装置を盛り込むことにより、安全な
移動を実現しうる。（ただし、コストの面から自己所有が難しければ共同利
用等もありうる。無人回送が必要）



低速モビリティの今後へ期待！！


